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算数授業の悩みを解決しよう！
～主体的・対話的で深い学びのある算数授業を目指して～

香川大学教育学部 松島 充
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第８回附坂小わくわくワークショップ

香川大学教育学部附属坂出小学校 好井 佑馬

井下 修一



事前にいただいたご質問
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Ｑ１ 学力差の大きなクラスで算数を行う際の工夫

Ｑ２ 自己調整学習

Ｑ３ 単元導入での学習計画の作り方

Ｑ４ 意欲的に取り組む課題作りや仕掛け作りの考え方

Ｑ５ 見通しのもたせかた

Ｑ６ 複数の解法が出た後のまとめ方、学びを深める教師の手立て

Ｑ７ 児童が様々な自分の考えをいろいろな手段で表現できる授業をするためにはどうすればよいか

Ｑ８ 他の考えを得る必要感のもたせ方

Ｑ９ ICT活用法

Ｑ10 １年生で自ら学び、気づきをもたせる工夫

Ｑ11 概数の以上、以下、未満の違いをどのようにして教えていくか。

Ｑ12 指導内容の進度と子供の理解度をどのように両立していくとよいか。



本日の予定

１７：１５ 算数の授業の基本的な進め方 Part１（４０分）

１７：５５ 休憩（１０分）

１８：０５ 算数の授業の基本的な進め方 Part２（３０分）

１８：３５ 質疑応答（１０分）
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１ 算数の授業の基本的な進め方

算数・数学の学習過程のイメージ

（文部科学省、2018、p.8）
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問題解決の授業の過程
詳細版簡潔版

① 問題の提示ア 問題をつかむ

② 課題をつくる

③ 見通しをもつイ 自力解決

④ 自力解決

⑤ 解決の練り上げ（グループ）ウ 集団解決

⑥ 解決の練り上げ（学級全体）

⑦ 適用問題 or 活用問題エ 振り返り

⑧ 振り返り

大切なのは，これらの過程ではなく，
なぜこれらの過程が必要なのか？という意識
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一単位時間の

学習課題を設定
し、解決への意
欲を高める

何をどのように
行うのかを検討
する

解決に向けて、

自らを動機づけ
ながら、適切な
方法の使用とモ
ニタリングを繰り
返す

課題解決過程を
振り返って、そ
の成果や課題を
捉える

振り返ったことを
基に新たな問題
を見いだす

見通し 行動 振り返り 見通し

自己調整して学ぶ様相

課題設定
解決の
見通し

解決
次の

問題発見
振り返り

6

教師や友達と共に→自分一人で
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過程① 問題の提示
過程② 課題をつくる

生活 から

既習の算数 から

子どもの 興味・関心 が高まる

算数の 有用性 の実感へとつながる

問題を持ってくる

数学化 or １・２の３
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過程② 課題をつくる
教師が提示した問題に「問い」を感じる

「なんで？」、「どうして？」、「AとBなら，Aだよ・・・」

本時の課題を子どもたち自身が明確に持つ

「どうしてAなのか知りたい！」

「どうしてBなのか説明して分かってもらおう」

子ども自身の学習意欲の向上
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数学の世界 ⇒ 算数の問題
１・２の３ の実例
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① x2＋６ｘ＋８＝０

（ｘ＋４）（ｘ＋２）＝０

② ｘ2 ー５x ＋６＝０
（ｘー２）（ｘー３）＝０

③ ｘ2ー４x ー６＝０
？？？

因数分解できないときは
どうすればよいのかな？



現実の世界 ⇒ 算数の問題
ドジャースの優勝パレード から

https://abema.tv/video
/episode/89-
93_s27_p755?msockid
=0b34e3a618766a300a
b2f1cb19a46bfa
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どんな算数の問題が
できそうですか？



問題から課題をつくるには？

【教材研究】

本時の目標を明確にする

⇒ 子どもがたてる課題（本時のめあて）

⇒ 問題（教師が与えるもの）

この流れでの教材研究が重要
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第４学年「割合」
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もとの長さが分からないと
分からない

過程① 問題の提示
過程② 課題をつくる

青のゴムひもは、もとの長さの４倍にのびます。

赤のゴムひもは、もとの長さの３倍にのびます。

のばしたときの長さはどちらが長くなりますか。

情報を不足
させて

何に
困っているの？

青は１０ｃｍ、赤は１５ｃｍ
本当に？

青は４倍なんだよ
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考えのずれを
可視化する

どの式が
正しいのか？

過程① 問題の提示
過程② 課題をつくる 第２学年「かけ算⑴」



過程② 課題をつくる

形モンスター図鑑の

一部
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学習課題 合体進化した形モンスターも仲間分けできるかな？

学習計画
単元目標の
達成に向けて

第２学年「三角形と四角形」

正しく仲間分けして
図鑑に形モンスターを
もっと増やしたい！



過程② 課題をつくる 第４学年「２桁でわるわり算の筆算」
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どんな問題が考えられるの？

これまでの学習経験を基に

この学習を通して、
どうなりたい？

単元で目指すことを設定する



本時の目標 の書き方（例）

○○の活動を通して，△△に気付き，□□することができる。

○○・・・数学的活動

△△・・・子どもに気付かせたいこと ≒ 本時の本質

□□・・・目で見て，耳で聞いてわかる子どもの言動 ⇒ 行動目標

⇒ 目指すべき子どもの姿 ≒ 評価対象

本時の目標に，評価すべき子どもの姿を組み込む

本時の本質
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過程③ 見通しをもつ

③－１ ： 方法の見通し

・本時の課題への取り組みを助ける

・すべての子どもの既有知識の活性化

⇒ Scaffolding（足場架け）

③－２ ： 結果の見通し

・主体的な学び・対話的な学びの原動力として予想や比較を取り入れる

・子どもの心の安定のために
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過程③ 見通しをもつ
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算数アイテム

→数学的な表現

形センサー

→数学的な見方

（図形の構成要素）

学習計画・補助黒板

→既習の振り返り

第２学年「三角形と四角形」



過程③ 見通しをもつ
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過程④ 自力解決
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ワークシートへの記述による

思考の可視化

形センサーを使った

着眼点の可視化

第２学年「三角形と四角形」



過程④ 自力解決
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一人で 友達や先生と



過程④ 自力解決
教師の指導 ⇒ 机間指導

机間指導の意義

１： 個別指導で形成的評価を行う

２： 学級全体での練り上げの指導計画の想定

練り上げの時間までに，
自分の考えを持つ
〇答えでなくてもよい
〇途中まででよい
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机間指導における形成的評価

① 授業前に本時の問題に対する子どもの予想される反応を

できるだけ数多く考えておく。

② 本時の目標を基に，評価基準をつくる

③ 評価C ⇒ 評価B となる具体的な声かけ

評価B ⇒ 評価A となる具体的な声かけ

評価A の子どもへの具体的な声かけ

④ 1人3秒以内，3分間で教室２周が目標
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机間指導体験

線分OAの長さを a とするとき，
線分ABの長さを求めよ。
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机間指導しながら感じる・・・
１：答えを持った子が多い ⇒ 飽きてきた

・自力解決の時間を短く切り上げる

・もう1問設定する
・答えに至る数学的本質について問う

２：全然わからない多数 ⇒ ボーッ ｏｒ ざわざわ

・分からない子を集めて個別指導

・全体でもう一度例題をやってから，再び自力解決

自力解決の時間を設定

自力解決時の空気

2025/11/28 第８回附坂小わくわくワークショップ 資料 26



自力解決での机間指導
２： 学級全体での

練り上げの指導計画の想定

・Aくんは，〇〇の考え

・Bさんは，◇◇の考え

どのような順番で全体で発表させ，

個別の考えをどのように関連付けて，

数学的本質（本時の目標）に迫っていくか？

子どもたちに，
どのような視点を
与えると関連付く？
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過程⑤⑥ 解決の練り上げ（グループ・学級全体）

練り上げの 方向性は，たった１つ

○○の活動を通して，△△に気付き，

□□することができる。

○○・・・数学的活動

△△・・・子どもに気付かせたいこと，≒ 本時の本質

□□・・・目で見て，耳で聞いてわかる子どもの言動 ⇒ 行動目標

学級内のすべての子どもたちに，

「△△を気づかせること」ができるか？

という 教師 VS. 子ども の真剣勝負

教師が「△△」を言ったら，
教師の負け・・・。
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過程⑤⑥ 解決の練り上げ（グループ・学級全体）

同じ図形二つで構成された図形を弁別する活動を通して、

辺の長さや直角に着目して考えればよいことに気付き、

図形の定義を根拠にして弁別した理由を演繹的に説明することができる。
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第２学年「三角形と四角形」



過程⑤⑥ 解決の練り上げ（グループ・学級全体）

小数の足し算の仕方について、図、式などを用いて友達と話し合
うことを通して、0.1の幾つ分で考えるとよいことに気付き、計算の
仕方を説明できる。
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第３学年「小数」



過程⑤⑥ 解決の練り上げ（グループ・学級全体）
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ＩＣＴ→共有のしやすさ



有効性「それぞれの方法のよさ（簡潔性、明確性、効率性、
発展性など）は何か」

妥当性「どの方法も正しいか」

関連性「それぞれの方法の差異、特徴は何か」

古藤怜、『コミュニケーションで創る新しい算数学習 ー多様な考えの生かし方まとめ方ー』、東洋館出版社、1998

自己選択「どの方法で取り組みたいか」

過程⑤⑥ 解決の練り上げ（グループ・学級全体）



過程⑤⑥ 解決の練り上げ（グループ・学級全体）
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妥当性 有効性関連性 自己選択



過程⑤⑥ 解決の練り上げ（グループ・学級全体）
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共通点に着目する。

第２学年「かさ」



算数の表現をつなげる と 深くなる
具体的な表現 ⇔ 抽象的な表現

分かりやすい ⇒ 難しい

〇 その言葉を式で言うと・・・

〇 ブロックでやったことを図にすると・・・

〇 図と式は同じことだよ

難

易

子どもの言葉で板書
板書上でつなげる
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２年生 分数 の板書例
図・式・子どもの言葉のつながり
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目的意識をもって、適用問題に取り組む
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⑦ 適用問題 第２学年「三角形と四角形」
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⑦ 適用問題・活用問題

発展の方向性を一緒に考える場を設定する。

第２学年「長さ」



目的意識をもって、問題に取り組む
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⑦ 適用問題・活用問題



振り返りとは、「先ほどまで考えていたこと」 について考える 活動

＝ 思考の思考（メタ思考）

抽象的な知識 ＝ 算数（科学）の知識

授業終末時に，1時間の学びを思い出すことだけではない。
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本時の本質に焦点化し、
共有化する

⑧ 振り返り（個人記述）



本当に正確かな？
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⑧ 振り返り（個人記述） 第２学年「三角形と四角形」

もっと簡単にできないかな？

いつでも使えるのかな？
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⑧ 振り返り（個人記述）



いつ・何を・どのように 振り返る？

① 問題の解き方ではなく，問題を解くときに使用した数学的な考え方を

すべての子どもに表現させる対話

② 本時の問題の解き方，解くときに使用した数学的な考え方を

個別にノートに表記して再構成（まとめと振り返りの一体化）
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どのように何をいつ

グループ対話
学級全体での対話

問題の答えを
導いた方法（≠解き方）

問題の答えが
出た後

①

ノート筆記本時の学習全体学習終末②

なぜその解き方で
よいの？Why

いつその考え方を
習った？When



①の振り返り （問題の解き方・答えが定まった後）

T： 三角形の面積はどうやって求めるの？（事実に関する問い：How）

C： 底辺×高さ÷２ です。

T： なぜ 底辺×高さ÷２ で求められるの？（概念に関する問い：Why）

グループでちょっと話してみて。ヒントは、黒板にあるよね。

C： 同じ三角形を2個使って考えると、平行四辺形になるからかな。

C： ÷２ は、三角形を2個使ったからか！
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すべての子どもが概念に関する問いに答える（話す・書く）ことが重要
答えるためのヒント：構造化された板書



②の振り返り
振り返りを書く視点が必要

（例：１．めあてに対する答え、

２．考えのよさ

３．新たな問い）

⇓

解き方（事実・トピック）と

解き方の正当性（概念・一般化）

の両方の記述が重要

（まとめと振り返りの一体化）
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全員が話す・書く
⇩

概念理解の適用問題



算数の授業をレベルアップさせたい！！

子どもと算数を創る会
毎月第３金曜日19時～算数に関わる勉強会
参加者：香川大の松島先生、清水先生

算数に関心のある先生方
内 容：日々の算数の授業の紹介

お悩み相談会

参加できる日だけでＯＫ！
オンライン（Zoom）も可






